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第2号
1 月

市
議
会
は
年
四
回
（
三
月
・
六

月
・
九
月
・
十
二
月
）
定
期
的
に

開
催
さ
れ
る
定
例
会
と
、
必
要
に

応
じ
て
議
案
を
審
議
す
る
臨
時
会

と
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
市
議
会
の
本
会
議
が
、
予

算
の
決
定
、
決
算
の
認
定
、
条
例

の
制
定
・
改
廃
、
請
願
・
陳
情
の

審
査
や
大
き
な
請
負
契
約
な
ど
を

議
決
す
る
場
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
議
会
に
は
三
つ
の
常
任

委
員
会
と
特
定
の
調
査
や
研
究
が

必
要
な
と
き
設
置
さ
れ
る
特
別
委

員
会
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
右

の
議
会
の
構
成
を
ご
覧
下
さ
い
。

議
会
の
流
れ
は
、
議
会
の
開
会

日
の
後
、
議
案
の
内
容
に
関
係
な

く
行
政
全
般
に
関
わ
る
こ
と
を
議

員
が
質
問
で
き
る
一
般
質
問
が
行

わ
れ
、
そ
の
後
議
会
に
提
案
さ
れ

た
議
案
や
請
願
・
陳
情
が
、
そ
の

内
容
に
よ
り
三
つ
の
常
任
委
員
会

に
付
託
さ
れ
、
詳
細
な
審
議
が
行

わ
れ
ま
す
。

常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議

案
や
陳
情
・
請
願
は
本
会
議
に
賛

成
（
可
決
）
か
反
対
（
否
決
）
か

を
報
告
し
、
議
会
最
終
日
の
本
会

議
場
で
最
終
的
に
採
決
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
特
別
委
員
会
も
こ
の
議

会
の
会
期
中
に
開
催
さ
れ
、
各
特

別
委
員
会
で
決
め
ら
れ
た
テ
ー
マ

に
つ
い
て
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
常
任
お
よ
び
特
別
委
員

会
の
委
員
の
任
期
は
二
年
間
と
な

っ
て
お
り
、
こ
の
特
別
委
員
会
で

調
査
や
審
査
さ
れ
た
内
容
に
つ
い

て
は
、
任
期
の
最
終
議
会
に
報
告

書
と
し
て
提
出
さ
れ
ま
す
。

本
会
議
、
各
委
員
会
は
ど
な
た

で
も
傍
聴
可
能
で
す
の
で
、
ぜ
ひ

傍
聴
に
お
越
し
く
だ
さ
い
（
市
役

所
３
Ｆ
の
議
会
事
務
局
ま
で
）。

二　
十　
一　
世　
紀　
に　
入　
り　
二　
年　
目　

を　
迎　
え　
ま　
し　
た　
。　

昨　
年　
十　
月　
に　
は　
長　
岡　
京　
市　
議　

会　
議　
員　
選　
挙　
に　
千　
三　
百　
五　
十　
四　

票　
も　
の　
信　
任　
を　
い　
た　
だ　
き　
、　
初　

当　
選　
さ　
せ　
て　
い　
た　
だ　
く　
こ　
と　
が　

で　
き　
ま　
し　
た　
。　

こ　
こ　
に　
、　
皆　
様　
の　
あ　
た　
た　
か　

い　
ご　
支　
援　
に　
改　
め　
て　
感　
謝　
申　
し　

上　
げ　
ま　
す　
と　
と　
も　
に　
、　「　
ず　
っ　

と　
住　
み　
続　
け　
て　
い　
き　
た　
い　
長　
岡　

京　
市　
」　
を　
目　
指　
し　
て　
、　
微　
力　
で　

は　
あ　
り　
ま　
す　
が　
皆　
様　
の　
代　
表　
と　

し　
て　
、　
一　
生　
懸　
命　
頑　
張　
っ　
て　
い　

く　
決　
意　
で　
す　
。　

さ　
て　
、　
昨　
年　
の　
十　
月　
十　
五　
日　

よ　
り　
市　
議　
会　
議　
員　
と　
し　
て　
の　
任　

期　
が　
ス　
タ　
ー　
ト　
し　
て　
、　
３　
カ　
月　

が　
経　
過　
し　
ま　
し　
た　
。　

こ　
の　
間　
、　
決　
算　
審　
査　
特　
別　
委　

員　
会　
で　
の　
平　
成　
十　
二　
年　
度　
の　
一　

般　
会　
計　
・　
特　
別　
会　
計　
決　
算　
の　
審　

議　
や　
、　
平　
成　
十　
三　
年　
度　
十　
二　
月　

定　
例　
議　
会　
で　
は　
平　
成　
十　
三　
年　
度　

の　
一　
般　
会　
計　
・　
特　
別　
会　
計　
の　
補　

正　
予　
算　
な　
ど　
を　
審　
議　
し　
ま　
し　

た　
。　こ　

れ　
ら　
の　
審　
議　
内　
容　
や　
、　
先　

行　
き　
の　
見　
え　
な　
い　
現　
在　
の　
日　
本　

経　
済　
を　
考　
え　
る　
と　
、　
こ　
の　
長　
岡　

京　
市　
の　
財　
政　
運　
営　
は　
、　
今　
後　
ま　

す　
ま　
す　
厳　
し　
く　
な　
っ　
て　
い　
く　
こ　

と　
を　
実　
感　
し　
て　
い　
ま　
す　
。　

長　
岡　
京　
市　
の　
一　
般　
会　
計　
歳　
入　

の　
ほ　
ぼ　
半　
分　
に　
あ　
た　
る　
市　
税　
。　

そ　
の　
半　
分　
ほ　
ど　
を　
占　
め　
る　
個　

人　
・　
法　
人　
市　
民　
税　
収　
は　
失　
業　
率　

の　
増　
加　
や　
企　
業　
の　
業　
績　
不　
振　
に　

よ　
り　
伸　
び　
悩　
ん　
で　
い　
る　
の　
が　
現　

状　
で　
す　
。　

こ　
の　
よ　
う　
な　
財　
政　
状　
況　
の　
な　

か　
市　
民　
や　
企　
業　
の　
皆　
様　
か　
ら　
い　

た　
だ　
く　
税　
金　
を　
必　
要　
な　
と　
こ　
ろ　

へ　
有　
効　
に　
使　
っ　
て　
い　
く　
た　
め　
に　

も　
、　
事　
業　
ご　
と　
に　
「　
い　
く　
ら　
の　

費　
用　
で　
ど　
れ　
だ　
け　
の　
効　
果　
が　
出　

る　
の　
か　
」　
を　
検　
討　
し　
、　
客　
観　
的　

な　
判　
断　
基　
準　
で　
、　
着　
手　
前　
に　
そ　

の　
事　
業　
の　
是　
非　
を　
問　
う　
「　
行　
政　

評　
価　
シ　
ス　
テ　
ム　
」　
の　
導　
入　
と　
定　

着　
が　
こ　
の　
長　
岡　
京　
市　
に　
も　
不　
可　

欠　
だ　
と　
考　
え　
ま　
す　
。　

こ　
れ　
か　
ら　
は　
財　
政　
運　
営　
の　
良　

し　
悪　
し　
で　
、　各　
地　
方　
自　
治　
体　
間　
に　

民　
間　
企　
業　
と　
同　
じ　
よ　
う　
に　「　
勝　
ち　

組　
・　
負　
け　
組　
」　が　
で　
き　
て　
く　
る　
こ　

と　
が　
予　
想　
さ　
れ　
ま　
す　
。　

こ　
の　
長　
岡　
京　
市　
が　
、　
将　
来　
自　

治　
体　
破　
綻　
し　
て　
、　
後　
の　
世　
代　
に　

多　
大　
な　
負　
担　
を　
残　
す　
こ　
と　
の　
な　

い　
よ　
う　
に　
、　
健　
全　
な　
財　
政　
運　
営　

を　
め　
ざ　
し　
て　
活　
動　
し　
て　
ま　
い　
り　

ま　
す　
の　
で　
、　
今　
後　
と　
も　
変　
わ　
ら　

ぬ　
ご　
指　
導　
、　
ご　
鞭　
撻　
を　
賜　
り　
ま　

す　
よ　
う　
、　
よ　
ろ　
し　
く　
お　
願　
い　
い　

た　
し　
ま　
す　
。　

長　
岡　
京　
市　
議　
会　
議　
員　

進　
藤　
　　
裕　
之　

皆
様
の
ご
支
援

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

部

内

資

料
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・
第
七
十
八
〜
九
十
一
号
議
案

【
平
成
十
二
年
度
決
算
の
認
定
】

特
別
会
計
と
は
一
般
会
計
と
分

け
て
、
条
例
に
よ
り
特
定
の
事
業

に
つ
い
て
設
置
さ
れ
た
会
計
で
、

長
岡
京
市
の
場
合
は
、
国
民
健
康

保
険
事
業
、
乙
訓
休
日
応
急
診
療

所
、
各
財
産
区
計
八
財
産
区
、

公
共
下
水
道
事
業
、
老
人
保
健
医

療
事
業
、
介
護
保
険
事
業
の
計
十

三
あ
り
ま
す
。

た
だ
し
、
一
般
会
計
と
特
別
会

計
で
は
各
会
計
相
互
間
で
の
繰

出
、
繰
入
が
存
在
す
る
た
め
、
歳

入
歳
出
の
純
粋
な
合
計
額
は
平
成

十
二
年
で
は
上
表
の
合
計
よ
り
二

十
八
億
円
少
な
く
な
り
ま
す
。

な
お
上
水
道
事
業
に
つ
い
て

は
、　公
営
企
業
と
し
て
、　一
般
会
計

や
特
別
会
計
か
ら
は
独
立
し
て
お

り
、　別
途
平
成
十
二
年
長
岡
京
市

水
道
事
業
決
算
書
が
提
出
さ
れ
、　

昨
年
の
六
月
議
会
で
審
査
が
行
わ

れ
て
既
に
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。　

ま
た
、
自
治
体
の
財
政
構
造
の

弾
力
性
を
判
断
す
る
指
標
に
経
常

収
支
比
率
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
人
件
費
、
公
債
費

地
方
債
す
な
わ
ち
借
金
の
返
済

費
な
ど
の
経
常
的
に
必
要
な
経

費
が
ど
れ
だ
け
使
わ
れ
て
い
る
か

を
示
し
て
お
り
、
こ
の
数
値
が
高

い
ほ
ど
投
資
的
な
こ
と
に
使
え
る

お
金
が
少
な
い
と
い
う
こ
と
に
な

り
、
こ
の
比
率
は
八
十
％
以
下
が

望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

長
岡
京
市
の
経
常
収
支
比
率

は
、
こ
の
五
年
間
で
改
善
さ
れ
て

き
て
い
ま
す
が
、
平
成
十
二
年
の

数
値
が
改
善
し
た
の
は
高
利
率
郵

便
貯
金
の
満
期
に
よ
る
利
子
割
交

付
金
が
平
成
十
一
年
よ
り
増
加
し

た
た
め
で
す
。
実
質
利
子
割
交

付
金
が
平
成
十
一
年
度
と
同
じ
と

し
た
場
合
は
八
十
七
・
二
％
で

〇
・
一
％
悪
化
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
市
税
収
入
の
半
分
を
占

め
る
市
民
税
の
伸
び
が
期
待
で
き

な
い
な
か
、
財
政
運
営
の
さ
ら
な

る
健
全
化
が
必
要
で
す
。

・
第
九
十
三
号
議
案

【
公
告
式
条
例
の
一
部
改
正
】

条
例
の
制
定
な
ど
が
あ
っ
た
場

合
に
そ
れ
を
掲
示
す
る
掲
示
板
を

中
央
公
民
館
前
に
新
設
す
る
こ
と

以
下
主
な
議
案
に
つ
い
て
簡
単

に
説
明
し
ま
す
。

に
伴
う
条
例
の
一
部
改
正
で
す
。

し
か
し
、
現
在
新
設
分
を
入
れ

て
も
市
内
で
五
カ
所
と
少
な
い
た

め
、
掲
示
板
の
増
加
や
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
へ
の
掲
示
な
ど
他
の
手
段
に

つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く
と
の
回

答
が
あ
り
ま
し
た
。

・
第
九
十
四
号
議
案

【
平
成
十
三
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
第
三
号
】

一
特
定
企
業
の
収
益
増
の
見
込

み
に
よ
る
法
人
市
民
税
の
増
額

と
、
各
種
の
事
業
に
対
す
る
国
や

府
の
負
担
金
と
補
助
金
が
、
確
定

し
た
こ
と
に
よ
る
平
成
十
三
年
度

の
一
般
会
計
補
正
予
算
で
す
。

し　
か　
し　
、　こ　
れ　
ら　
国　
や　
府　
の　
負
担

金
と　
補
助
金　
の　
あ　
り
方　
に　
つ　
い　
て　

は　
、　こ　
れ　
か　
ら　
の　
地
方
自
治
体　
の　
財

政
運
営　
の　
あ　
り
方
も
含　
め　
て　
、　
検

討
課
題
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

・
第
一
〇
二
号
議
案

【
平
成
十
三
年
度
水
道
事
業

会
計
補
正
予
算
第
一
号
】

大
手
企
業
の
使
用
水
量
減
に
伴

い
二
億
円
減
収
と
な
る
補
正
予
算

で
、
水
道
事
業
と
し
て
は
、
昨
年

四
月
の
水
道
料
金
の
値
上
に
よ
っ

て
五
千
万
円
の
黒
字
に
な
る
計
画

議
会
を
傍
聴
さ
れ
た
こ
と
は
あ

り
ま
す
か
？
何
か
議
会
で
論
議
さ

れ
て
い
る
内
容
は
堅
い
（
難
し
い
）

話
ば
か
り
と
言
っ
た
印
象
を
お
持

ち
だ
と
思
い
ま
す
が
、
意
外
と
生

活
に
密
着
し
た
内
容
も
論
議
さ
れ

て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
①
住
宅
街
で
路
が
狭

く
交
通
量
も
多
い
た
め
安
心
し
て

生
活
が
で
き
な
い
②
テ
レ
ビ
の
電

波
障
害
が
あ
り
映
り
が
悪
い
③
保

育
所
な
ど
の
待
機
児
童
の
解
消
と

言
っ
た
課
題
を
行
政
に
訴
え
改
善

し
て
い
く
。
住
民
一
人
ひ
と
り
の

声
を
議
会
で
論
議
し
て
い
る
の
で

す
。是

非
一
度
、
議
会
を
傍
聴
い
た

だ
け
れ
ば
政
治
を
身
近
に
感
じ
て

い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

第
五
回
議
会
定
例
会
の
報
告

が
、
逆
に
一
億
五
千
万
円
の
赤
字

に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。今

後
安
易
な
再
度
の
料
金
値
上

と
な
ら
な
い
よ
う
に
、
水
道
事
業

と
し
て
の
企
業
努
力
を
求
め
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
水
道
法
改
正
に
よ
り
水

道
事
業
の
民
間
委
託
が
可
能
と
な

る
た
め
、
長
期
的
な
事
業
の
あ
り

方
に
つ
い
て
も
今
後
の
検
討
が
必

要
で
す
。

・
第
一
〇
三
〜
一
〇
五
号
議
案

【
職
員
再
任
用
制
度
開
始
に

伴
う
条
例
の
一
部
改
正
】

市
職
員
の
再
任
用
（
定
年
退
職

後
の
再
雇
用
）
が
平
成
十
四
年
度

か
ら
開
始
さ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
に

伴
う
条
例
の
整
備
で
す
。

再
任
用
さ
れ
る
職
員
の
選
考
基

準
は
こ
れ
か
ら
検
討
さ
れ
ま
す

が
、
必
要
な
部
署
に
必
要
な
人
材

が
適
切
に
確
保
さ
れ
て
い
る
か
確

認
し
て
い
き
ま
す
。

・
第
一
〇
六
〜
一
一
三
号
議
案

【
人
事
院
勧
告
に
伴
う
条
例
の

一
部
改
正
と
平
成
十
三
年
度

一
般
・
特
別
会
計
補
正
予
算
】

人
事
院
の
給
与
勧
告
に
も
と
づ

い
て
、
給
与
の
官
民
格
差
を
な
く

す
た
め
の
条
例
の
一
部
改
正
と
、

人
件
費
に
関
わ
る
部
分
の
平
成
十

三
年
度
一
般
・
特
別
会
計
補
正
予

算
で
す
。

《
最
後
に
》

長
岡
京
市
の
地
方
債
残
高
は
、

徐
々
に
減
少
し
て
き
ま
し
た
が
、

平
成
十
二
年
度
末
現
在
で
、
ま
だ

一
五
三
億
円
あ
り
ま
す
。

財
政
事
情
が
厳
し
く
な
る
な

か
、
こ
れ
か
ら
の
事
業
は
、
行
政

評
価
シ
ス
テ
ム
な
ど
に
よ
り
「
本

当
に
必
要
か
」
と
い
う
こ
と
を
よ

く
考
え
て
行
わ
れ
る
こ
と
が
重
要

で
す
。

さ
ら
に
は
、
行
政
の
す
み
や
か

な
情
報
公
開
に
よ
る
市
民
と
行
政

と
の
協
同
が
必
要
で
あ
り
、
今
後

と
も
こ
の
点
を
強
く
求
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

10月
14日　第39回市民大運動会

19日　第29回消化技術協議会

21日　署団合同山林火災消防訓練

22、23日　平成13年第４回議会臨時会

25、26日　議員研修会

11月
3日　第39回市民文化まつり

5日　京都南部都市広域行政圏

推進協議会審議会

10、11日　長岡京ガラシャ祭り2001

12～22日　決算審査特別委員会

18日　第34回長育連球技大会

12月
4～18日　平成13年第5回議会定例会

1月
4日　長岡京市年賀交歓会

長岡京市商工会新春年賀交歓会

6日　消防出初式

10日　長岡京市障害者ネットワーク

連絡調整チーム会議傍聴

14日　成人式

24日　議員研修会

27日　署団合同文化財消防訓練

Ｑ：市議会議員ってどのような仕事
をしているの？

Ａ：議会活動を中心に、市の行事に
出席したり、市民の皆様の声を行
政に反映できるように活動してい
ます！気軽に声をかけてください！

長岡京市平成12年度決算額

［一般会計］

歳入 249.8億円／歳出 241.7億円
［特別会計］

歳入 163.9億円／歳出 153.6億円
［合　　計］

歳入 413.7億円／歳出 395.4億円

この議会で採決された議案は36件ですべて可決されました。
・第78～91号議案(第4回臨時会で提案)－平成12年度決算の認定
・第92号議案－市長の資産等の公開に関する条例の一部改正
・第93号議案－公告式条例の一部改正
・第94～102号議案－平成13年度一般／特別／水道事業会計の補正予算
・第103～105号議案－職員再任用制度開始に伴う条例の一部改正
・第106～113号議案－人事院勧告に伴う条例の一部改正と一般・特別会計補正予算
請願は2件(1件採択、1件不採択)、陳情は1件(趣旨を了としない)でした。
また、請願１件と陳情１件は議会閉会中の継続審査となりました。


